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デジタルトランスフォーメーションの加速
企業に革新的な変化をもたらすといわれるＤＸ。

関西電力も２０１８年にＤＸ戦略委員会を立ち上げ、取り組みを進めている。
狙いと進捗、展望を訊く──
名部正彦 関西電力 ＩＴ戦略室長

●
関
西
電
力
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状

─
─
２
０
１
９
年
４
月
、
関
西
電
力
は
経

済
産
業
省
と
東
京
証
券
取
引
所
が
選
ぶ「
攻

め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
銘
柄
」
に
２
年
連
続
で
選

定
さ
れ
た
。

　

攻
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
銘
柄
は
、
東
証
上
場

企
業
の
中
か
ら
積
極
的
な
Ｉ
Ｔ
利
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を
業
種
ご
と
に
選

定
・
公
表
す
る
も
の
で
、
電
気
・
ガ
ス
業
種

で
２
年
連
続
の
選
定
は
関
西
電
力
が
初
め

て
。
名
誉
な
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

実
際
、
社
内
で
も「
Ｉ
Ｔ
を
も
っ
と
積

極
的
に
活
用
し
た
い
」と
い
う
声
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
戦
略

室
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
拡
大
。
全
社
的
な
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進
を
は
じ
め
、
Ｇ
20
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
念
頭
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
強
化
も
急
ピ
ッ
チ
で
推
進
。
モ
バ

イ
ル
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
働
き

方
改
革
も
進
め
る
と
と
も
に
、
20
年
の
送

配
電
事
業
の
分
社
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ス
テ
ム
改
修
も
山
場
を
迎
え
て
い
る
。

─
─
グ
ル
ー
プ
企
業
を
含
め
た
Ｉ
Ｔ
関
連

の
組
織
再
編
も
行
っ
た
そ
う
だ
が
？

　

４
月
１
日
付
で
異
動
し
た
社
員
は
グ
ル

ー
プ
全
体
で
約
１
２
０
０
人
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
規
模
な
組
織
再
編
と
な
っ
た
。

　

再
編
の
目
的
の
第
１
は
、
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
競
争
力
強
化
。
こ
れ
ま
で
関

西
電
力
の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
要
員
や
設
備
は
、

関
西
電
力
、
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム
、
関
電

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
３
社
に

分
散
し
て
お
り
、
非
効
率
な
面
も
あ
っ
た

た
め
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
が
保
有
す
る
実
務
に

か
か
る
機
能
を
グ
ル
ー
プ
２
社
に
集
約
。

効
率
化
を
図
っ
て
Ｄ
Ｘ
を
加
速
し
た
い
と

考
え
た
。

　

目
的
の
第
２
は
情
報
通
信
事
業
の
さ
ら

な
る
成
長
。
18
年
度
の
情
報
通
信
事
業
の

経
常
利
益
は
３
０
０
億
円
を
超
え
る
な
ど

い
て
も
大
規
模
電
源
・
系
統
電
力
を
中
心

と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
を
変
え
て

い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
競
合
に
先

駆
け
て
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
所
以
だ
。

─
─
Ｄ
Ｘ
の
推
進
体
制
は
？

　

18
年
６
月
、
社
長
自
ら
の
発
案
で
Ｄ
Ｘ

戦
略
委
員
会
が
発
足
し
た
。
委
員
長
で
あ

る
社
長
、
各
事
業
部
門
の
長
な
ど
約
20
人

で
構
成
さ
れ
、
経
営
企
画
室
と
Ｉ
Ｔ
戦
略

室
が
共
同
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。
昨
年

度
は
概
ね
３
週
間
に
１
度
開
催
し
、
毎
回

社
長
が
出
席
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｘ
に
か
け
る

意
気
込
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
場
で
ま
ず
は
他
社
の
先
進
事
例
な

ど
を
研
究
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
原
子
力
、

火
力
、
水
力
、
送
配
電
、
営
業
と
い
っ
た

事
業
部
門
ご
と
に
Ｄ
Ｘ
戦
略
を
立
案
。
相

互
に
意
見
交
換
し
な
が
ら
練
り
上
げ
、
中

期
経
営
計
画
に
も
落
と
し
込
ん
だ
。

─
─
進
め
方
と
し
て
専
門
組
織
に
リ
ソ
ー

ス
を
集
約
す
る
方
法
も
あ
る
が
？ 

　

確
か
に
Ｄ
Ｘ
専
門
組
織
を
社
内
で
出
島

の
よ
う
に
独
立
さ
せ
る
方
法
も
あ
る
が
、

一
方
で
、
Ｄ
Ｘ
は
一
部
の
組
織
や
社
員
だ

け
で
な
く
、
会
社
全
体
、
グ
ル
ー
プ
全
体

プ
テ
ィ
コ
ム
は「
オ
プ
テ
ー

ジ
」に
、
関
電
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は「
関
電

シ
ス
テ
ム
ズ
」に
名
称
変
更

し
た
。

●
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み

─
─
Ｄ
Ｘ
を
加
速
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
改
め

て
「
Ｄ
Ｘ
」
と
は
？

　

Ｄ
Ｘ
の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
経
産
省
の
Ｄ
Ｘ
推
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と

「
企
業
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
、
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変

革
す
る
と
と
も
に
、
業
務
そ

の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ

ス
、
企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、
競
争
優

位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」。
ま
ず
は
効
率

化
や
自
動
化
に
よ
る「
生
産
性
向
上
」、
次

い
で
新
サ
ー
ビ
ス
・
新
事
業
な
ど
の「
付
加

価
値
創
出
」と
い
う
大
き
く
２
つ
の
側
面

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
長
期
的
な
視
点
で
考
え
る
と
、

既
に
自
動
車
や
金
融
の
世
界
で
起
き
つ
つ

あ
る
よ
う
に
、
事
業
そ
の
も
の
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
電
気
事
業
に
お

好
調
だ
が
、
こ
の
分
野
の
栄
枯
盛
衰
は
激

し
く
、
安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。
こ

の
た
め
グ
ル
ー
プ
２
社
の
間
で
も
業
務
移

管
を
行
い
、
通
信
回
線
、
サ
ー
バ
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
や
外
販
向
け
シ
ス
テ
ム
開
発
機

能
を
統
合
。
両
社
が
培
っ
て
き
た
技
術
や

顧
客
基
盤
を
生
か
し
、
情
報
・
通
信
が
一

体
と
な
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
迅
速
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

た
。

　

な
お
今
回
の
再
編
を
機
に
、
ケ
イ
・
オ

かんでんFOCUS

で
進
め
る
も
の
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

関
西
電
力
は
後
者
。
あ
く
ま
で
主
役
は
各

事
業
部
門
で
あ
り
、
全
社
を
挙
げ
て
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

各
事
業
部
門
が
個
別
に
内
製
化
す
る
の
は

非
効
率
。
そ
こ
で
昨
年
８
月
、
各
部
門
の

Ｄ
Ｘ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
会
社「
Ｋ
４
Ｄ

ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ（
ケ
イ
フ
ォ
ー
デ
ジ
タ
ル

／
Ｋ
４
Ｄ
）」を
設
立
し
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
委
員

関西電力グループIT関連の組織再編

関西電力のDX

三位一体のDX推進体制

❶総合エネルギー事業の競争力強化に向けた関西電力向け情報通信サービス提供機能の再編
❷情報通信事業のさらなる成長に向けたグループ会社の再編

従来

関西電力

関電システム
ソリューションズ

ケイ・オプティコム

関西電力

関電
システムズ

オプテージ

システム開発
（関西電力内業務システム等）

IT戦略  等

通信サービス提供
（関西電力内LAN等）

システム開発
（関西電力内業務システム等）

システム開発
（一般企業・自治体向けシステム等）

情報通信インフラ
（サーバ、ストレージ等）

通信サービス提供
（FTTH、MVNO等）

IT戦略  等

関西電力向けシステム

関西電力向け通信サービス

情報と通信が一体となった
ソリューションの提供

再編後

情報

統括 統括

通信

情報 情報

情報

情報 通信

情報
通信

通信

❶

❶

❶

❷

❷

❷

情報通信事業のさらなる成長

総合エネルギー事業の
競争力強化

ドローンやセンサで
遠隔からの
巡視・点検

スピード感ある
働き方

ＶＰＰの開発等、
分散エネルギー源の

活用 高度な
エネルギーマネジメント等、
設備の保守・保全サービス

をご提案RPA等を活用して
定例・定型業務を
自動処理

ＥＶ・ＰＨＶ等の
活用

テレワーク等
柔軟な働き方

巡視・点検は
目視や
現場出向で

定型業務も
人で対応

紙ベース等、
「アナログ」仕事

オフィス出勤
中心の
働き方

電力販売以外の
ビジネスモデルは

途上

新たな価値を創出して、お客さまや社会の皆さまにお届けできる企業に変革していきます。
（デジタル人材の育成を加速し、今後3カ年で約700億円のDX投資をめざします）

生産性の飛躍的向上
設備運営ノウハウにデジタル技術を取り込み、
Ｏ＆Ｍのさらなる高度化や自動化を進めるとともに、
業務全般のコスト低減、生産性向上を実現します。

新たな価値の創出
エネルギー利用ニーズ多様化のご期待に応え、

デジタル技術を活用したさらなるくらしの利便性向上や
新たなサービス基盤の構築に挑みます。

●社長トップによるDX戦略検討の加速
●各部門の取り組み支援・取りまとめ
●全社DXのPDCAをしっかり回していく

施策検討・展開
DXによるビジネス改革の実現

検討支援
DX支援体制の構築

戦略・方向づけ
DX戦略委員会

●各事業部門における推進体制の構築
●コスト構造改革におけるDX活用の徹底
●各事業所における検討と展開

●K4Digital（最新デジタル技術活用の専門会社）に
　よる各部門の取り組み支援
●K4Ventures（国内外ベンチャー等への出資母体）
　を通じた外部知見との連携

一体となり検討
連携加速

一体となり検討
連携加速

一体となり
検討
連携加速
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K4Dのオフィス

導
入
す
る
の
が
一
般
的
だ
。
関
西
電
力
も

各
事
業
部
門
が
分
析
案
件
を
抽
出
し
、
Ｋ

４
Ｄ
の
全
面
協
力
の
下
、
約
半
年
間
で
20

件
程
度
の
Ｐ
ｏ
Ｃ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
れ
ら
を
実
導
入
し
た
場
合
の
効
果
は
数

十
億
円
に
上
る
と
見
込
ま
れ
る
。

─
─
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
実
証
を
行

っ
た
？

　

ま
ず
は
効
果
の
出
や
す
い
既
存
業
務
の

効
率
化
・
自
動
化
か
ら
取
り
組
ん
だ
。
例

え
ば
画
像
解
析
を
活
用
し
た
中
継
所
の
侵

入
監
視
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
。
山
奥
に
あ

る
通
信
設
備
の
無
人
中
継
所
で
は
、
高
価

な
赤
外
線
セ
ン
サ
を
使
っ
て
不
審
者
の
侵

入
を
検
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
安
価
な

監
視
カ
メ
ラ
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
解
析
手

法
で
代
替
で
き
な
い
か
と
Ｐ
ｏ
Ｃ
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
検
知
精
度
は
赤
外
線
セ
ン

サ
を
凌
ぎ
、
将
来
的
に
は
変
電
所
や
発
電

所
の
侵
入
監
視
シ
ス
テ
ム
に
も
適
用
可
能

と
の
結
果
を
得
て
、
製
品
化
を
念
頭
に
実

機
器
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
送

電
線
の
点
検
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
気
象

情
報
・
位
置
デ
ー
タ
な
ど
30
以
上
の
変
数

を
駆
使
し
て
劣
化
傾
向
を
高
精
度
に
把
握

ア
と
共
同
出
資
で
Ｋ
４
Ｄ
を
設
立
し
た
。

─
─
Ｋ
４
Ｄ
の
陣
容
は
？ 

　

デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
総
勢
約
60
人
。
出
身

は
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
と
関
西
電
力
グ
ル

ー
プ
が
ほ
ぼ
半
々
で
、
平
均
年
齢
は
30
代

と
非
常
に
若
い
。
彼
等
が
数
人
ず
つ
の
チ

ー
ム
を
組
み
、
水
力
担
当
、
送
配
電
担
当

な
ど
各
事
業
部
門
に
寄
り
添
う
形
で
Ｄ

Ｘ
を
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
部
門
の
Ｄ
Ｘ

戦
略
策
定
の
支
援
や
、
分
析
案
件
の
Ｐ
ｏ

Ｃ（Proof of Concept

＝
概
念
実
証
）を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
、

社
長
を
学
長
と
し
て
、
関
西
電
力
グ
ル
ー

プ
の
従
業
員
の
育
成
を
行
う
企
業
内
大
学

「
関
電
グ
ル
ー
プ
ア
カ
デ
ミ
ー
」の
研
修
等

に
講
師
を
派
遣
し
、
１
０
０
人
以
上
に
デ

ー
タ
分
析
に
関
す
る
教
育
を
行
う
予
定
だ
。

─
─
Ｄ
Ｘ
で
は
Ｐ
ｏ
Ｃ
が
重
要
と
言
わ
れ

る
が
？ 

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
デ
ー
タ
分
析
と
い
っ

た
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
ま
さ
に
発
展
途
上
の

最
新
技
術
。「
こ
う
使
え
ば
こ
う
な
る
」と

結
果
が
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
Ｐ
ｏ
Ｃ
で
効
果
を
確
認
し
た
上
で

かんでんFOCUS

会
、
各
事
業
部
門
、
Ｋ
４
Ｄ
が
一
体
と
な

っ
て
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。

Ｄ
Ｘ
の
た
め
に
専
門
会
社
を
設
立
し
た
の

は
国
内
電
力
会
社
で
初
め
て
だ
。

　

ち
な
み
に
社
名
の
Ｋ
４
は
、
関
西
電
力

に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る「
く
ろ
よ
ん
魂
」

に
由
来
し
て
お
り
、
世
紀
の
大
工
事
・
く

ろ
よ
ん
の
よ
う
な
歴
史
に
残
る
大
変
革
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
実
現
し
た
い
と
い
う
想

い
を
込
め
て
い
る
。

●
Ｋ
４
Ｄ
設
立
の
経
緯
と
業
務
概
要
・
実
績

─
─
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
、
敢
え
て
専
門
会

社
を
設
立
し
た
経
緯
は
？ 

　

も
と
は
関
西
電
力
社
内
で
デ
ー
タ
ア
ナ

リ
ス
ト
の
育
成
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

だ
。13
年
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
室
で
数
人
の
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、そ
の
後
５
年
で
10
人
程

度
に
な
っ
た
が
、全
事
業
部
門
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
に
は
到
底
足
り
ず
、強
化
が
不
可
欠

だ
っ
た
。方
策
と
し
て
専
門
技
術
者
の
中

途
採
用
や
業
務
委
託
な
ど
も
考
え
た
が
、

Ｄ
Ｘ
に
特
化
し
た
人
材
の
確
保
は
容
易
で

は
な
い
し
、外
部
委
託
で
は
社
内
に
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
で
き
な
い
。こ
の
た
め
、既
に
人

材
を
擁
す
る
先
進
企
業
と
組
ん
で
専
門

会
社
を
つ
く
る
の
が
最
適
と
判
断
し
、総

合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
の
ア
ク
セ
ン
チ
ュ侵入監視システムの高度化

人物検知をしない領域の指定
（黄色部分）

敷地内に侵入しようとする人物の検知

し
、
異
常
発
生
確
率
の
高
い
設
備
か
ら
優

先
的
に
点
検
す
る
よ
う
に
し
た
。
あ
る
い

は
大
量
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
太

陽
光
発
電
量
の
予
測
精
度
を
向
上
さ
せ
、

系
統
安
定
化
の
た
め
に
待
機
せ
ざ
る
を
得

な
い
火
力
電
源
を
減
ら
す
な
ど
、
電
源
運

用
の
効
率
化
・
適
正
化
も
Ｐ
ｏ
Ｃ
で
効
果

が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

─
─
半
年
で
20
件
以
上
、
実
証
は
そ
ん
な

に
簡
単
に
実
施
で
き
る
の
か
？ 

　

こ
こ
数
年
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
・
分

析
す
る
技
術
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
セ
ン

サ
や
サ
ー
バ
な
ど
の
高
性
能
化
・
低
価
格

化
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
を
教
育
す
る

た
め
の
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
、
簡
単
に
Ａ
Ｉ
学
習
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
垣
根
が
下
が
り
、
誰

で
も
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
先
程
の
中
継
所
の
侵
入
監
視
シ
ス

テ
ム
で
い
え
ば
、
フ
リ
ー
の
解
析
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
Ｋ
４
Ｄ
の
メ
ン
バ
ー
数
人
が

１
カ
月
程
度
で
開
発
。
単
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
が
進
み
、
コ
ス
ト
が
下
が
っ
た
だ
け
で

な
く
、
誰
で
も
容
易
に
今
ま
で
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ

こ
そ
が
Ｄ
Ｘ
が
注
目
さ
れ
る
所
以
だ
ろ
う
。

①遠隔でのリアルタイム監視、
　点検・巡視の自動化・省力化
②異常予兆検知など予防保全の
　高度化
③需給バランスの最適化など
　最経済な計画・運用
④設備形成の最適化・スリム化

問合せ対応業務の効率化
●コールセンター・オペレータに
　回答候補の自動表示
●Web、SNSにおいて
　対話形式での自動応答

定型業務だけでなく、
例外対応や非定型業務についても

自動化
AIによる非構造データの読取・処理・分析、
データに基づく学習（ディープラーニング）で

複雑な処理の自動化

顧客接点業務の
効率化・高度化

設備関連業務の
効率化・高度化

オフィス業務の
自動化・効率化

K4Dでの取り組み
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●
今
後
の
課
題
と
抱
負

─
─
Ｄ
Ｘ
戦
略
委
員
会
発
足
か
ら
１
年
。

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
印
象
だ
。

　

社
長
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
号
令
を
か
け

た
こ
と
と
、
Ｋ
４
Ｄ
と
い
う
専
門
家
集
団

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
敷
い
た
こ
と
が

功
を
奏
し
、
初
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て

は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
自
分
た
ち
で
工
夫
し

て
進
め
て
い
る
部
門
も
あ
り
、
営
業
部
門

が
開
設
し
た
24
時
間
３
６
５
日
お
客
さ
ま

の
声
に
お
答
え
す
る
自
動
回
答
シ
ス
テ
ム

「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
」や
、
火
力

部
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｋ-

Ｖ
ａ
Ｃ
Ｓ
」な
ど
、
具
体
的
サ
ー
ビ

ス
も
出
始
め
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
今
は
ま
だ
本
店
が
活
動
の

中
心
。
実
務
を
担
う
現
場
の
社
員
に
も

「
確
か
に
Ｄ
Ｘ
は
効
果
が
あ
る
。
人
材
難

の
今
後
、
少
人
数
で
も
や
っ
て
い
く
に
は

た
の
で
、
こ
の
成
果
を
早
期
に
刈
り
取
り

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
各
業
務
シ
ス
テ
ム

の
開
発
や
改
修
を
迅
速
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
初
年
度
の
Ｄ
Ｘ
は
即
効
性
の

高
い
生
産
性
向
上
の
案
件
を
中
心
に
取
り

組
ん
だ
が
、
今
後
は
付
加
価
値
の
創
出
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
全
社
的
な
Ｉ
Ｔ
環
境
の
整
備

も
今
後
の
課
題
だ
。
モ
バ
イ
ル
や
ス
マ
ホ
、

ク
ラ
ウ
ド
を
フ
ル
活
用
す
れ
ば
、
場
所
や

デ
ー
タ
量
な
ど
の
制
約
な
く
業
務
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
自
宅
や
出
張
先
で
も
オ

フ
ィ
ス
と
同
様
の
作
業
が
行
え
る
よ
う
に

な
る
。
特
に
普
段
の
生
活
で
も
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
を
使
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
若
手
社
員
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
さ
せ
な
い
Ｉ
Ｔ
環
境
を
実
現
し
、
オ

フ
ィ
ス
業
務
に
つ
い
て
も
Ｄ
Ｘ
を
進
め
た

い
。

　

一
方
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
重
要
。

オ
フ
ィ
ス
業
務
の
生
産
性
向
上
に
は
ク
ラ

ウ
ド
利
用
が
不
可
欠
だ
が
、
社
外
に
デ
ー

タ
を
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
極
め
て
重
要
に
な

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
利
便
性
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
大
で
の
Ｉ

Ｔ
活
用
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
。

「はぴeみる電」
チャットボットサポート

映像データを活用した「地域見守りサービス」

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
な
い
と
ダ
メ
だ

な
」と
実
感
し
て
も
ら

わ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
全

社
大
の
イ
ベ
ン
ト「
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
」の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。
当

日
は
社
外
先
進
企
業

の
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
講
演
会

の
ほ
か
、
Ｄ
Ｘ
戦
略
委

員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
計
画
。
戦

略
を
策
定
し
た
各
事

業
部
門
の
ト
ッ
プ
自

ら
が
パ
ネ
ラ
ー
に
な

っ
て
、「
こ
れ
だ
け
の

効
果
が
期
待
で
き
る
」

と
語
り
か
け
て
も
ら

い
、
各
現
場
で
Ｄ
Ｘ
推
進
を
担
う
社
員
と

想
い
を
一
つ
に
す
る
。
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

─
─
で
は
、
今
後
の
抱
負
は
。

　

初
年
度
に
多
数
の
Ｐ
ｏ
Ｃ
を
実
施
で
き

警備会社・自治体等
検知結果通

ディープラーニング（AI）により
日常的な街の映像を解析
①人物を抽出
②抽出した人の骨格の状態を把握
③骨格の状態から右記に該当する人物を検知
＊ 将来的には、まちなかの異常パターン対象を拡大し、
　さらなる安全・安心な街づくりを実現していく 倒れこみ うずくまり きょろきょろ（不審行動）

通信回線

AIによる映像解析

関西電力

日常的な街の映像

カメラ電柱


